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横浜中華街では、中国の食文化「ダーパオ（食べ残し
の持ち帰り）」を活かし、食品ロス削減に取り組むプ
ロジェクトが進行中です。ダーパオの魅力や楽しさを
通じて、環境に優しいサステナブルな街、愛され続
ける中華街の未来を描いていきます。

食べ残しを持ち帰る文化「ダーパオ」で
フードロスを減らす

中華街で

「地球１個分で暮らそう　STYLE100」は、地球にやさしい未来の暮らしを
つくる横浜の様々な人や活動を紹介し、新しい暮らしをみんなでつくっていく
プロジェクトです。
横浜で行われている、地球にやさしい暮らしを実践する先駆的な活動や習慣、
そして、市民や企業、団体の皆様と共にチャレンジする新しいアクションを「STYLE」
として取り上げ、ウェブサイトなどを通じて広く発信することで、新たなグリーン社
会の実現に向けたムーブメントを加速させることを目的としています。
「STYLE100」の取組やアクションを参考に、身近なことから試したり、参加
したり、誰かに話したり。そんな輪を広げていきませんか？

共に取り組む仲間を増やす「STYLE100」

横浜ビールは、製造過程で生じるモルト粕を堆肥や
紙に再利用する「フードループ」を展開。道志村の農
家と連携し、堆肥で育てた野菜を横浜で消費する循
環を生み出すほか、株式会社kitafukuがモルト粕を
活用したクラフトビールペーパーを商品化し、国内外
に広がる新たな価値を創出しています。

日本有数の醸造所エリアで、
廃棄されるモルト粕を循環利用

みなとみらいで

金沢動物園は、周りに広がる広大な緑地を活かして、
動物と環境が共生する循環型の取組を展開。例
えば、竹林の竹をゾウの餌にし、糞は堆肥として
園内の花壇で再利用。また、子どもたちと外来種
のザリガニを調査し、共にいのちについて学ぶ機
会も提供しています。

ゾウが竹を食べて里山を再生！？

動物園で

日本大通りにあるシェア型書店「LOCAL BOOK STORE 
kita.」は、市民100人以上が本棚オーナーとして参加
し、自分の“好き”を本を通じて共有する場です。読み
終えた本にメッセージを添えて次の読み手へ手渡す
ことで、資源と人のつながりが循環し、新たな出会い
が生まれています。

読み終わった本を次の読み手に繋げる
サステナブルな書店

本屋さんで

地球にやさしい新たなSTYLEを発信中！ Instagramはこちら



横浜から始まり、発展していく上下水道

近代下水道は1871（明治4）年、近代上水道は1887（明治20）年に、いずれも日本で初めて横浜に導入されました。開
港によって急激に悪化した当時の横浜の衛生環境改善のために導入された近代上下水道は、その後も時代の変化に合
わせて、新たな環境課題に対応しながら発展を続けてきました。

横浜の上下水道のあゆみと取り巻く環境問題

特集2

横浜市の取り組み 取り組みの結果取り巻く環境

人口増加と
産業発展による
水需要のひっ迫

人口増加と
産業発展による

水環境汚染の深刻化

高度経済成長期に
整備された

施設・管路の一斉老朽化

気候変動の顕在化、
豪雨の激甚化・頻発化

人口の急激な増加による
飲料水の不足、大火事、
疫病（コレラ等）の流行

水道水の安定供給
水道普及率100%（1989）

持続可能な
上下水道システムへ

脱炭素社会・
循環型社会への貢献

疫病発生件数の激減

川や海の水質大幅改善
下水道普及率
約100%（2019）

下水処理開始（1962）
下水道拡張期

（1960～1996）

水道拡張期
（1898～1980）

施設の点検、管路更新、
施設の再整備

水処理の省エネルギー化、
再生可能エネルギー発電、
資源の有効利用

日本初！
近代下水道（1871）
近代上水道（1887）
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横浜市では、1950年代以降に集中的に整備した上下水道施設や管
路が、老朽化によって順次更新時期を迎えています。老朽化による漏
水・断水、道路陥没などを未然に防ぐため、計画的な更新を進めています。
施設や管路の健全度を把握した上で長寿命化を図り、老朽化の度合
い等に応じて優先順位を設定することで、経済的かつ効率的な再整備を
進めています。また、更新にあわせて耐震化も進め、切迫する首都直下
地震などの大地震にも備えています。

暮らしとまちを支え、未来につなぐために

水道管 約9,300km 下水道管 約12,000km管路の総延長
全市域での点検を実施▲

耐震管に更新▲



横浜市では、水源林の保全や汚水の高度処理、雨水排水への取組を通じて、健全な水循
環の維持に努め、環境にやさしい上下水道事業を推進しています。また、上下水道システ
ムを休むことなく稼働するには大量のエネルギーを消費することから、水処理の各工程で
環境に配慮した取組を進めることで、脱炭素社会・循環型社会の実現に貢献しています。

環境課題に取り組み続ける上下水道

横浜市
水環境キャラクター
かばのだいちゃん

横浜市
水道局キャラクター

はまピョン

浄水場

水再生センター

ポンプなどの水処理・
送水に必要な設備を効
率の良いものに更新し
ています
さらに、高性能汚泥焼却
炉導入により温室効果
ガス排出量の削減に取
り組んでいます

省エネ設備・
太陽光発電

高台の地域に水道水を
送るポンプ設備などを
エネルギー効率の良い
ものに更新しています
また、再生可能エネル
ギーである太陽光発電
や小水力発電も取り入
れています

省エネ設備・
太陽光発電・小水力発電

下水道処理水（再生水）
をせせらぎの回復（江川
せせらぎ、入江川せせら
ぎ）、冷暖房熱源水（日
産スタジアム）、トイレの
洗浄水（横浜市庁舎、ら
らぽーと横浜）などに有
効利用しています

再生水利用

自然流下による省エネ導水
水源から浄水場まで自然流下（水が
上から下へ自然に流れること）で水を
送れる浄水場を再整備して優先的に
利用することで、ポンプ等のエネル
ギー消費を少なくしていきます

施設見学や小学校への
出前教室、「水の日イベ
ント」等を通じて、環境
に関する取組や防災等
に関して情報発信して
います

広報・啓発

新興国等の上下水道に係る
課題解決を支援しています

国際協力 道志水源林の水源かん養機能を高め
るため、道志村、市民ボランティア、
企業などと連携して水源林保全に取
り組んでいます

水源林保全

市域全域で雨水を排水
するための施設を整備
して浸水対策を進めて
います
また、公園などで自然が
持つ貯留・浸透機能を活
用したグリーンインフラ
を整備したり、宅地への
雨水貯留タンクの設置
を支援したりしています

浸水対策・
グリーンインフラ・
雨水貯留タンク

下水汚泥から回収した
リンを肥料原料として
利用したり、処理の過程
で発生する消化ガスを
燃料として発電するな
ど、下水道資源の有効
活用を進めています

汚泥肥料・
消化ガス発電

高度処理を取り入れた水質改善に
より、赤潮やアオコの発生を抑制す
るなど、良好な水環境創出に取り
組んでいます

高度処理
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横浜市環境管理計画による環境政策の総合的な推進 

横浜市では、横浜市環境の保全及び創造に関する基本条例（以下、「基本条例」と言う）に基づき、環境分

野の総合計画である「横浜市環境管理計画」（以下、「環境管理計画」と言う）を策定し、環境政策を総合的・

横断的に推進しています。環境管理計画では、総合的な視点による３つの基本政策と、地球温暖化対策や生物

多様性などの環境側面からの７つの基本施策を掲げるとともに、2025 年度までの環境目標と全施策が留意す

べき「取組姿勢」を定めています。環境管理計画の推進状況と横浜の環境の状況は、基本条例に基づき、毎年、

年次報告書として取りまとめ、公表しています。 

なお、環境管理計画は、生物多様性基本法に基づく生物多様性地域戦略（ヨコハマｂプラン）及び環境教育

等による環境保全の取組の促進に関する法律に基づく環境教育等行動計画としても位置付けています。 

 
2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 （年度） 

 

 

        

 
 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

魅力あふれる 
持続可能な都市 横浜へ 

脱炭素化に向けて 

温室効果ガスの排出が大きく削減しているまち 

今回振り返る目標期間 

図 環境管理計画の計画期間 

＜横浜が目指す将来の環境の姿＞ 

環境管理計画の内容 

中長期的な目標（～2025 年） 

水とみどり豊かな自然環境があり 

生物多様性の恵みを受けられるまち 

＜政策の総合的な推進のための５つの取組姿勢＞ 

・様々な連携の強化により大きな推進力へとつなげる 

・地球温暖化対策と生物多様性保全の重視による総合的な環境政策の推進 

① 総合的な環境政策の推進に向けた連携の強化 

自ら考え、理解し、主体的に行動する人を増やすため、あらゆる主体による、あらゆる場・機会を通じた環

境教育・学習を一層推進 

② 「行動する人」を増やす環境教育・学習の推進 

ＩＣＴを積極的に活用したインフラの維持管理、環境情報の「見える化」、情報を利用しやすくする環境づ

くりなどを推進 

③ 情報通信技術（ICT）の積極的な活用 

強靭な都市づくりのため、再生可能エネルギーの普及や、自然環境の持つ多面的機能を活用する「グリーン

インフラ」の概念を活用した取組等を推進 

④ 防災・減災の視点を入れた環境施策の推進 

恵まれた水・緑などの自然環境、花や緑をきっかけとする横浜らしい景観や魅力、これまで培ってきた技術・

経験を、国内外に向けて広く発信 

⑤ 「選ばれる都市・横浜」に向けて環境の魅力を発信 

8



 

  

＜持続可能な開発目標（SDGs）の視点を活用した施策展開＞ 
環境管理計画に示す環境政策の方向性は、パートナーシップの必要性や、環境・経済・社会の３

つの調和がとれた開発を目指すという SDGs の考え方と同じ方向性です。 

環境管理計画に掲げた３つの総合的な視点（人・地域社会、経済、まちづくり）を持ち、多様な

主体と連携しながら様々な取組を一層進めることで、総合的な環境施策を実現し、SDGs 達成に貢献

していきます。 

図 SDGs の 17 のゴール（目標） 

＜施策展開のイメージ＞ 

横浜が目指す将来の環境の姿の実現 
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本書のとりまとめ方 

環境管理計画年次報告書では、横浜の環境の現状と、環境管理計画で掲げる環境目標の達成状況、基本政

策・基本施策ごとの主な取組の推進状況を取りまとめています。また巻末に、環境に関する市民意識調査の

結果（概要）や、ウェブページにオープンデータとして掲載している資料編のデータ一覧について掲載して

います。 

 

 

 

＜各ページの見方＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本政策名 

政策名称を示しています。 

2025 年度までの環境目標 

2025 年度までの目標として、環境管理計画で掲げる各政策が目指す環境の姿を示しています。 

現在の状況 

基本政策を取り巻く現在の横浜の状況（作成年度時点）を示しています。 

2024 年度の推進状況 

2024 年度に実施した事業・取組のうち、代表的な取組を示しています。 

主な施策の実施状況 

各政策の取組方針に沿って実施した事業・取組を示しています。 

取組がイメージしやすいよう、写真や図も掲載しています。 

※同じ取組が複数の政策・施策に掲載されている場合があります。 

ＤＡＴＡ 

取組方針に沿った推進状況を表す指標となるデータを示しています。 

備考欄に「年度末時点」と記載があるデータは、2025 年３月 31 日時点の累計値です。 

コラム 

2024 年度の特徴的な取組や、横断的な取組等について記載しています。 
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＜各ページの見方＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本施策名 

施策名称を示しています。 

2025 年度までの環境目標 

2025 年度までの目標として、環境管理計画で掲げる各施策が目指す環境の姿を示しています。 

現在の状況 

基本施策を取り巻く現在の横浜の状況（作成年度時点）や、環境管理計画で掲げる指標の経年推

移等を示しています。 

2024 年度の推進状況 

2024 年度に実施した事業・取組の主なものを示しています。 

環境目標の達成状況 

環境目標の達成の目安となる環境の状況に対し、2024 年度の状況を定量的・定性的に示してい

ます。 

主な施策の実施状況 

各施策の取組方針に沿って実施した事業・取組を示しています。 

わかりやすいよう、写真や図も掲載しています。 

※同じ取組が複数の政策・施策に掲載されている場合があります。 

ＤＡＴＡ 

取組方針に沿った推進状況を表す指標となるデータを示しています。 

備考欄に「年度末時点」と記載があるデータは、2025 年３月 31 日時点の累計値です。 

コラム 

2024 年度の特徴的な取組や、横断的な取組等について記載しています。 
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第２章 
総合的な視点による基本政策 

 

１ 環境と人・地域社会 

２ 環境と経済 

３ 環境とまちづくり 
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第３章 
環境側面からの基本施策 

 

１ 地球温暖化対策 

２ 生物多様性 

３ 水とみどり 

４ 都市農業 

５ 資源循環 

６ 生活環境 

７ 環境教育・学習 
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第４章 
区役所・市役所の環境への取組 
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参考資料 
 

 環境に関する市民意識調査結果（概要） 

 環境に関する企業意識調査結果（概要） 

 

 

  

結果数値は、表章単位未満（小数第２位）を四捨五入してあるので、

内訳の合計が計（100.0％）に一致しないことがあります 
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資料編  
環境に関するオープンデータをウェブページに掲載しています。 

 
 横浜市環境管理計画 検索 

環境と人・地域社会 
・ 環境教育出前講座 
・ 横浜環境活動賞の表彰 
・ 市内の環境活動団体数 
・ 環境保全基金寄附額 

 

環境と経済 
・ 市内の燃料電池自動車登録台数 

 

環境とまちづくり 

・ 環境影響評価実績 
・ 熱中症搬送者数 

 

地球温暖化対策 
・ 温室効果ガス排出量、エネルギー消費量の状況 
・ 地球環境の保全に係る届出件数（横浜市生活環境の保

全等に関する条例） 
・ 市内に供給される電気の環境性の情報（低炭素電気普

及促進計画書制度の実績） 
・ ヨコハマ温暖化対策賞の表彰 
・ 横浜市風力発電所（ハマウィング）の年間発電量 

 

生物多様性 
・ アライグマ及びタイワンリスの捕獲数 
・ 水域の生物調査結果 
・ こども「いきいき」生き物調査結果 
・ 動物園の来園者数、飼育動物数、環境教育実施件数、

繁殖数・成育数 

 

水とみどり 

緑のデータ 

・ 緑被率 
・ 緑の制度別確保の状況 
・ 緑地の保存等に関する協定の締結実績 
・ 緑化協議等の実績 
・ 課税対象山林面積の推移 
・ 緑地協定認可状況 
・ 都市公園数・面積の推移 

水循環・水辺のデータ 

・ 浸水防除のための施設整備 
・ 下水の処理状況 
・ 浸透ます設置状況 
・ 雨水滞水池一覧 
・ 雨水調整池・多目的調整池一覧 
・ 水再生センターの水質試験結果 
・ せせらぎ一覧 

 

都市農業 
・ 区別の農地面積、農家戸数、販売農家数、農業就業

人口、推定農業算出額 

・ 市内農地面積の推移 
・ 農地の施策展開状況 
・ 農地等権利移動状況 
・ 農地等改良事業実績 
・ 市民利用型農園区別運営状況と面積経年推移 
・ 農業経営基盤強化促進法に基づく認定農業者の推

移 
・ 家畜飼養 

 

資源循環 
・ ごみと資源の総量及び人口の推移 
・ 産業廃棄物の発生量と処理状況の推移 

 

生活環境 

大気環境・騒音振動・水環境 

・ 大気汚染・水質汚濁・交通騒音の状況 
・ 在来線の騒音・振動レベルの測定結果 
・ 横浜市の水環境目標の達成率の推移（河川：BOD、

海域：COD、ふん便性大腸菌群数、全窒素、全りん） 

化学物質 

・ 化管法に基づく化学物質の排出等の状況 

公害の相談・苦情 

・ 区別公害苦情発生件数 
・ 発生源別、種別の経年変化 
・ 水質汚濁の発生源別、発生件数経年変化 
・ 水質汚濁の水系・原因別処理件数 
・ 魚浮上事故の被害魚種と原因 

環境法令に基づく届出件数 

・ 横浜市生活環境の保全等に関する条例（申請等） 
・ 横浜市生活環境の保全等に関する条例（措置内容等） 
・ 特定工場における公害防止組織の整備に関する法

律 
・ 大気汚染防止法 
・ 騒音規制法 
・ 振動規制法 
・ 水質汚濁防止法 
・ 下水道法・横浜市下水道条例 
・ 土壌汚染対策法（届出） 
・ 土壌汚染対策法（許可） 
・ ダイオキシン類対策特別措置法 
・ 環境保全協定の締結状況 

 

全般 
・ 環境に関する市民意識調査 
・ 環境に関する企業意識調査 
・ 環境年表 
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